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Ⅱ 沖縄の将来の姿 

１ 「将来の姿」の情報共有について 

・「沖縄２１世紀ビジョン基本計画（平成 24 年 5月策定）」を上位計画とし、これを着実に実施

していくための交通分野に関する基本政策の具体的な構想を示す「沖縄県総合交通体系基本計

画（平成 24 年 6月）」において示された、那覇と北部圏域の中心都市である名護との移動時間

を 1時間とする圏域構造の構築、沖縄本島の将来の姿について、県民等と情報共有を図った。 

・これに対し、多くの県民から、県土の均衡ある発展や観光・経済振興、交通弱者等の移動手段

の確保等に期待する意見が寄せられ、一定の情報共有が図られたものの、一部の県民から「具

体的な沖縄の将来の姿が見えない」との意見が寄せられた。 

・このため、一部の県民から寄せられた意見を踏まえ、将来の姿が実現した場合の私たちの暮ら

しを取り巻く環境（社会環境）や私たちの暮らしをイメージし、あらためて県民へ情報提供を

行い、県民等から寄せられた意見を踏まえ、「高齢者や体が不自由な人、子ども、若者」から

みた暮らしのイメージを追加した。 
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２ 将来ビジョンの体系 

 

 

３ 沖縄県総合交通体系基本計画策定経緯 
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４ 沖縄 21 世紀ビジョン等における将来の姿 

４-１ 沖縄 21 世紀ビジョンで示された将来像 

・沖縄２１世紀ビジョン（平成 22 年 3 月）は、県民が望む将来（2030 年を目途）の沖縄の姿と、

その実現に向けた取組の方向性等を明らかにした基本構想である。 

・同ビジョンでは、沖縄の将来あるべき姿、ありたい姿として「５つの将来像」が示されており、

これに基づき、沖縄２１世紀ビジョン基本計画（平成 24 年 5月）では、これら５つの将来像

の実現に向けて、36 の基本施策が示されている。 
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４-１沖縄県総合交通体系基本計画で示されている沖縄本島の将来の姿 

（沖縄本島の構造） 

・沖縄２１世紀ビジョン基本計画を上位計画とし、そこで示された交通分野に関する基本政策 

の具体的な構想を示す「沖縄県総合交通体系基本計画」（平成 24 年 6 月）では、那覇と北部

圏域の中心都市である名護との移動時間を１時間とする圏域構造の構築や下記に示した「沖

縄本島の将来の姿」の構築が位置づけられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・圏域間の連携を強化することにより、広域的な課題解決を図りながら、それぞれの地域

資源の広域的活用によって、地域の構成や特徴伸ばすことにより、県全体を牽引する力

強い地域圏を形成し、県の総合的な発展を図る。 

・3 次生活圏の核である那覇と、2 次生活圏の圏域中心都市である名護、宮古、石垣との

移動時間を 1時間とする圏域構造の構築を図る。 
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４-２ 将来の姿が実現した場合の私たちの社会環境や暮らしのイメージ 
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５ 将来像実現に向けた施策 

５-１ 将来像実現に向けた施策 

・観光拠点間の周遊を支え、人及び環境に優しい都市構造を支える交通体系として、拠点間を連

絡する鉄軌道を含む新たな公共交通システムの導入と併せて、鉄軌道等と一体的にサービスす

るフィーダー交通の導入が沖縄県総合交通体系基本計画に位置づけられている。 

 

 

５-２ 対策の必要性（施策実施による将来の姿）【イメージ】 

５-２-１ 沖縄本島の均衡ある発展 
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５-２-２ 県民及び観光客の移動利便性の向上 

 

 

５-２-３ 中南部都市圏の交通渋滞緩和 
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５-２-４ 世界水準の観光リゾート地の形成 
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５-２-５ 駐留軍用地跡地の活性化 

 

 

５-２-６ 低炭素社会の実現 
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≪Ⅱ沖縄の将来の姿 参考１≫ 

都市の将来像 

・沖縄県の都市計画区域マスタープランにおいて、各地域の特色をふまえた都市の将来像が示

されている。 
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≪Ⅱ沖縄の将来の姿 参考２≫ 

沖縄 21 世紀ビジョンで目指す将来像及び基本施策 

 

 

≪Ⅱ沖縄の将来の姿 参考３≫ 

基本施策と鉄軌道等導入との関連 

・鉄軌道を含む新たな公共交通システムの導入は、沖縄 21 世紀ビジョンで目指す５つの将来像 

の実現に向けた様々な施策に関連している。 


